
1. 政府方針に従って、2050年に二酸化炭
素排出量を80％削減するためには、省
エネ、新エネルギーの活用では不足
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政府方針である2050年カーボンニュートラルを実現するために
は、省エネ、新エネルギーの活用では不足
高温ガス炉の熱利用が不可欠

100万kWe、4年間運転後に発生する使用済燃料の重量(注2)の比較

PWRは約96t（1回あたり約24t）、BWRは約111t（1回あたり約28t）

前提条件

① 燃料（濃縮度14%） 装荷
は2回 (注3)

② 燃焼度は120GWd/t   
（軽水炉の約3倍）

セラミックス製の被覆層
は耐熱、耐放射線性に
優れ堅牢なため高燃焼
度が可能

③ 発電効率は46%        
（軽水炉の約1.3倍）

4年後、発生する
使用済燃料の重量は
軽水炉の約1/4

1年目 3年目 1年目 2年目 3年目

4年後、発生する
使用済燃料の重量は
高温ガス炉の約4倍
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約26t（1回あたり約13t）

ADS : Accelerator Driven System
（加速器駆動システム）

（注2）正味（核分裂生成物、超ウラン元素及び燃え残りウラン）の重量、（注3） 730日で交換、（注4） 13か月で交換、（注5） 「軽水炉燃料のふるまい」 原子力安全研究協会

前提条件

① 燃料（濃縮度4%）
装荷は4回 (注4)

② 燃焼度は (注5)

44GWd/t (PWR) 
38GWd/t (BWR)

被覆管の照射寿命
で燃焼度が決まる

③ 発電効率は35%
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